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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2017-2018年度クラブ方針 

 ロータリーを知ろう 

       ～温故知新～    

からの諸行事も無事終了することができました。 

上野山(捷）君：ふみこ農園さん、本日はお世話になりま

す。 

川口君：本日、ローテーションデー、成戸さん、宜しくお願

い致します。また、先日の新年例会、皆様ありがとうござ

いました。私はやりすぎました。 

井上君：先週の新年例会は大変楽しかったです。４月の

旅行も楽しみにしています。 

酒井君：本日はふみこ農園の皆様にお世話になります。よ

ろしくお願いいたします。 

木本君：成戸さん、本日の卓話、宜しくお願いします。 

江川君：成戸さん、卓話楽しみに聞かせていただきます。

工場見学させていただけなくてすみません。 

宮井君：ふみこ農園様、本日ローテーションデーお世話に

なります。卓話楽しみにしています。 

菅原君：成戸様、ローテーションデー、お世話になります。 

橋爪(正)君：成戸さん、お世話になります。 

嶋田(崇)君：本日、成戸さんに大変お世話になります。 

應地君：成戸さん、本日はお世話になります。楽しみにし

ています。 

中元君：成戸文子さん、本日のローテーションデー、お世

話になります。 

 

 

（橋爪(正)例会運営委員） 

本日の会員数３２名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２７名 

 （出席規定免除会員８名） 

        ９８．１０％ 

12/14  ７７．４２％  ＭＵ：なし 

12/21  ８４．３６％  ＭＵ：なし 

 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２８５７回例会） 

平成３０年１月１８日(木）  

（成川（守）会長） 

 

（中元ＳＡＡ） 

成川（守）君：本日はふみこ農園様にお世話になりありが

とうございます。新年例会には会員並びに配偶者の皆

様の多数のご参加をいただきありがとうございました。 

橋本君：成戸さん、本日の卓話、よろしくお願いします。 

二次会参加者一同：成川会長、楽しい時間ありがとうござ

いました。成川年度もあと半年となりました。より一層親

睦を深めていきたいと思います！ 

嶋田(ひ)君：新年例会とても楽しかったです。成戸さん、

今日は色々お世話かけます。よろしくお願いします。 

脇村君：ふみこ農園さん、本日はお世話になります。よろ

しくお願いします。 

岩橋君：成戸さん、御苦労さんです。卓話楽しみです。 

橋爪(誠)君：成戸さん、本日は大変お世話になります。卓

話よろしくお願いいたします。ふみこ農園様、ご協力本

当にありがとうございます。 

松村君：ふみこ農園様、卓話と工場見学楽しみにしてい

ます。今日のおみやげは何を買えばよろしいですか？ 

児島君：本日はお世話になります。 

上野山(英)君：本日、成戸さん、お世話になります。 

上野山(栄)君：新年例会、会長はじめ親睦委員会の皆

様、ありがとうございました。成戸さん、本日はありがとう

ございます。「インスピレーションになろう」で頭いっぱい

です。 

田端君：新年例会は楽しい時を過ごすことができ有難うご

ざいました。成戸様、本日の卓話、宜しくお願い致しま

す。 

岩本君：ふみこ農園様、本日はお世話になります。正月

  平成３０年１月２５日 第２８５８回 

・外部卓話：太田 美香 氏（フラワーデザイナー) 

  「和歌山の花を使った新しい試み」 

・ソング：「四つのテスト」 

  平成３０年２月１日 第２８５９回 

・会員卓話：嶋田 崇君 

  「童心にかえる」 

・ソング：「君が代」「我らの生業」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８５７ Nｏ． 

島 海碩 書 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

 



２ 

職業奉仕月間 

 （成川(守）会長） 

 今日は、12時15分からの食事

でしたので、ゆっくり食事が出

来ました。 

 先週の新年例会には、多数

の会員並びに配偶者の皆様の

ご出席をいただきまして、誠に

ありがとうございました。おかげ

さまで盛会裏に開催することが

できました。会場設営の皆様に

は大変お世話になりました。シンガーXのショーは、いか

がでしたか？楽しんでいただきましたか？ 

 有志の二次会も、橋爪君と川口君の演出で、大いに盛

り上がりました。ありがとうございます。聞くところによると、

四次会まであったそうです。 

 

 さて、1月は「職業奉仕月間」ということで、本日は企業

訪問（ローテーション・デー）として、ここ「ふみこ農園」さ

んにお邪魔しています。後ほど成戸文子社長様から卓

話をいただきます。 

 「職業奉仕月間」ですから、ロータリー章典の職業奉仕

の基本原則を紹介させていただきます。 

8.030.1. 職業奉仕に関する声明 Statement on Voca-

tional Service  

 職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理

念の実践をロータリーが培い、支援する方法である。  

「ロータリーの目的」の第2項は、職業奉仕が基本となるも

ので、特に以下のことを奨励し、育成する: 

 職業上の高い倫理基準を保つこと；  

 役立つ仕事はすべて価値あるものと認識すること； 

 社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を

高潔なものにすること。  

 

 上記の職業奉仕の理念に本来込められているものは、

次のようなものである: 

 1）雇主、従業員、同僚への誠実、忠実さ、また、この人

たちや同業者、一般の人々、職業上の 知己すべての

公正な扱い; 

 2) 自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立

てること。  

  

8.030.2. ロータリアンの行動規範 Rotarian Code of Con-

duct  

 ロータリアンのために次の行動規範が採択された：  

 ロータリアンとして、私は以下のように行動する 

1) 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基

準をもって行動する 

2) 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業

に対して尊重の念をもって接する  

3) 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特

別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世界中

の人びとの生活の質を高める  

4) ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような

言動は避ける  

（2014年10月理事会会合、決定60号） 

 不正で会社が消える時代です。古くは、2000年 雪印

集団食中毒事件、2002年 牛肉偽装事件（雪印食品・日

本ハム・伊藤ハム等）、最近では、2015年 タカタ - エア

バッグ不具合、東洋ゴム- 免震パネル、防振ゴムなど試

験データ偽装、東芝- 長期に及ぶ不適切会計、三菱自

動車、日産自動車の不正などがありました。 

 不正の代償の大きさを、経営者、社員１人ひとりが自覚

することが、会社の「自壊」「消滅」を防ぐ第一歩でありま

す。経営者、社員１人ひとりに職業倫理が求められてい

るのです。 

 

 ところで、樫畑DGEは、14日、国際協議会に出発しまし

た。 

●国際協議会(lnternational Assembly) 

 国際協議会は、毎年、通常1月に、米国力リフォルニア

州サンディエゴで開催されます。 

目的(Purpose) 

 国際協議会の目的は、ガバナーエレクトに対し、以下を

行うことであります。 

1)激励と意欲の喚起 

2)会長エレクトが発表したRlのテーマの説明と実施、およ

びRlの最新の優先項目と推進活動に関する最新情報

の提供 

3)組織の取り組み(イニシアチブ)を実施するための効果

的な方法に関する研修 

4)クラブと地区のリーダーを指導し、研修と意欲を与える

ための実際的なテクニックに関する研修 

配偶者の会議(Spouse Sessions) 

 各協議会には、Rlの最新の優先項目と取組を取り上げ

た、意欲を高めるスピーチ、討論会、ネットワーク作りの

機会から成る配偶者プログラムが盛り込まれています。 

 

●ガバナーエレクトの国際協議会出席 

 ガバナーエレクトは国際協議会に出席することが義務と

されます。各ガバナーが、その地区におけるRlの役員と

して効果的に行動し、クラブへの指導、指揮、助言を行う

ためには、この研修が不可欠であります。 

 

 そして、次年度のRIテーマが発表されました。 

 去る日曜日、国際ロータリーの次年度会長バリー・ラシ

ン氏（バハマ、イーストナッソー・ロータリークラブ所属）

が、次期地区ガバナーに向けて2018-19年度テーマ「BE 

THE INSPIRATION」「インスピレーションになろう」を発表

しました。「何か大きなことに挑戦しようというインスピレー

ションを、クラブやほかのロータリアンに与えてください。

自分よりも長く、

後世にも生き続

けるものを生み

出すために、行

動を起こす意欲

を引き出してい

ただきたいので

す」と。 

 INSPIRATION

は、鼓舞［激励，

会長の時間 



刺激，感化，示唆］する

人［もの］という意味があ

ります。 

 ロータリーの新しいビ

ジョン声明は、次のよう

に謳っています。「私た

ちロータリアンは、世界

で、地域社会で、そして

自分自身の中で、持続

可能な良い変化を生む

ために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指し

ています」。 

 ビジョンの実現にはまず組織づくりが必要だと、ラシン

氏は強調します。「ロータリーは第一に会員制組織です。

ですから、奉仕活動を通じてより良い世界を築きたいと願

うなら、まずは会員を大切にしなければなりません」 

 ロータリアンにとってインスピレーションの源の一つはポ

リオ撲滅活動である、とラシン氏は述べ、過去30年間に

成し遂げた顕著な進展に触れました。ただし、最後の症

例が報告されても仕事が済んだわけではないと、ラシン

氏は強調します。「撲滅認定委員会がポリオ撲滅を正式

に認定するまで、すなわち3年間、川や下水、または人の

体内からポリオウイルスが一切発見されなくなるまで、ポリ

オ撲滅活動は終わらないのです。それまでは、今行って

いるすべてのことを続けていかなくてはなりません」。こう

述べたラシン氏は、予防接種活動やサーベイランス（監

視）に引き続き力を入れていくことの重要性を訴えまし

た。 

 さらにラシン氏は、近年、ロータリーが人道的活動にお

ける「持続可能性」を重視していることに触れ、環境汚染

や気候変動という厳しい現実をロータリアンが認識すべ

きであると述べました。 

 「持続可能な活動成果をもたらし、世界をより良くしたい

と私たちは願っています。ロータリー内部やロータリアン

のためだけでなく、世界全体のあらゆる人たち、あらゆる

世代のために、私たちにできることがあるのです」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（橋本幹事） 

１．地区より、２０１７年決議審議会（COR) 決定報告書が

届きました。 

２．国際ロータリー日本事務局より、国際ロータリー人頭

分担金の請求書が届いたので支払いを行います。 

３．地区より、2018年決議審議会「決議案の提出」につい

て、スケジュールなどの連絡が入りました。脇村情報・

３ 

職業奉仕月間 

研修委員長に案内しました。 

４．地区より、インターアクト青少

年交流会の案内が届いていま

す。米山奨学生にも参加を呼

び掛けています。井上社会青

少年奉仕委員長と米山カウン

セラーに案内しました。 

５．ミャンマーでの国際奉仕活動

が有田タイムスの1/17号に掲

載されました。 

６．本日、後期会費の請求書をお配りしました。来週の例

会で徴収しますので宜しくお願いします。 

７．岩出RCと田辺RCから週報が届いています。 

８．「Rotarian」誌を回覧しています。 

９．本日例会終了後14：00から、この場所で理事会を開

催します。 

 

 

（應地Ｒ広報委員長） 

ロータリーの友１月号 

 今月は職業奉仕月間です。今日の例会も職業奉仕月

間の事業の一環として行っています。職業奉仕は入会歴

の浅い会員の皆様にはなかなか理解しづらいものです。

その助けとなるのが、今月号横書きの8－15ページで

す。8－11ページには松宮さんの職業奉仕についての考

え方が書いてあります。他の方が書いた職業奉仕につい

て書いた文章を読むと、又違ったことが書いてあります。

書く人によって色々違ったことを書いていますので、混乱

してくると思いますが、これは目の不自由な方が象のい

ろんな所を触って色々違うことを言うのと同じですべて間

違っていないと思います。これを読んで職業奉仕に興味

を持たれた方、あるいはちんぷんかんぷんな方は、元泉

南ＲＣ会員の角谷さんが2007-2008地区職業奉仕委員

長であった時に書いた職業奉仕についての解説を読ん

でください。私が一番理解しやすかったものです。これを

読んでいただくとさらに理解が深まると思います。15ペー

ジの最後に有田ＲＣでも行っている出前授業の話が載っ

ています。 

 

 

＊ロータリー広報委員会（應地委員長） 

 ガバナー月信６号を配布しています。 

 

 

  

 幹事報告  

 卓 話 

ロータリー友誌 

委員会報告 

 職業奉仕委員

会 嶋田ひで委

員長より、本日の

ロ ー テ ー シ ョ ン

デーの説明と卓

話者、成戸文子

さんの紹介があり

ました。 



ローテーションデー 職業奉仕月間 卓話 
 

「私らしく」 

                    

 この有田市に嫁がせていただいて、早いものでもう４８

年になろうとしています。 

 はじめの２５年間は麺作り（ナルト製麺）に明け暮れ、商

売人というものはこんなに働かなければならないのか？と

自問自答の日々もございました。 

 麺屋の家内がなぜ梅干なのか？とよく聞かれますが、３

０年も前に開発した“梅うどん”のギフト化に向けて手がけ

た梅干作りでありました。 

 その後、梅グラッセ・フルーツ梅干・梅キムチ等・・・果樹

王国である和歌山の特性をいかしたあんぽ柿・フルーツ

（柑橘）の加工を次々と手がけ、どの製品も斬新な「もの

作り」であると高い評価を頂き、中でも“紀州自然菓・あん

ぽ柿”は国際味覚審査機構の三ッ星を六年連続で頂戴

し、あと一年でダイヤモンド賞を頂戴できるところまできて

います。 

 その他、２０１６年には梅グラッセが、２０１７年にはフ

ルーツコンポートが、日本ギフト大賞を連続して賞を受け

ることが出来ました。手作りした商品がこのように高い評

価をいただけるということは、最高の喜びであります。 

 近年では、いろんな方からいろんな素材を利用したも

の作りの相談を受けるようになり、ますます忙しい日々を

過ごしています。 

 日本の食の大切さを伝え、１００年先まで伝えたい食作

りにも挑戦してゆきたいと「日本食育コミュニケーション協

会」にも参画させてただいております。 

 「健康寿命」を延ばす、一番の特効薬は、目標を持った

仕事をさせていただくことかも知れませんね。 

職業奉仕月間 

４ 

日程 ２月の例会プログラム 

２/１ 

(木) 

会員卓話：嶋田 崇 君 

「童心にかえる」 

２/８ 

(木) 

外部卓話：足立 朋実 氏(JICA) 

「イスラム教徒は恐い？」 

２/１５ 

(木) 
休 会 

２/２２ 

(木) 
後期ＩＤＭの発表 

閉会・点鐘 （成川(守)会長） 

1/30(火) ゲスト卓話：樫畑直尚ガバナーエレクト 

2/６(火) 会員卓話：松下瑞良君 

2/13(金) 会員卓話：藤林範員君・平尾泰宏君 

2/20火) ゲスト卓話：土井紀彦氏 

2/27(火) 

ゲスト卓話：島川孝志郎氏 
（県青少年・男女共同参画課健全育成支援班) 

「青少年問題について」 

有田南ロータリークラブ１月２月のプログラム 

 

 

会員 

成戸 文子 さん 

ローテーションデー 
    ふみこ農園さんで例会を開催しました。 

ふみこ農園さんの工場見学を行いました。 

ふみこ農園の皆様、 

   大変お世話になりました。 

ありがとうございました。 


